
新刊情報が つ
6 くしましりつとしょかん

し ん か ん じ ょ う ほ う

こどもの本

【あっゴジラ】　
キューライス／作

ある日、海のむこうにゴジラが
現れた。暇があると日本に上陸
して、電車を見るとほえたくな
る「怪獣の王様」だけどいつも
と様子が違い…。ちょっとシュ
ールでおかしいゴジラのいる日
常を描いた絵本。

【大ピンチずかん　3】
鈴木 のりたけ／作

ケチャップがとんだ。トイレが
つまった…。こどもが出あう世
の中の様々な「大ピンチ」を、
大ピンチレベル順に紹介。大ピ
ンチのうっかり度を表す「うっ
かりメーター」大ピンチを乗り
越える方法なども掲載。

【みんなが知りたい!骨のすべて】

えぞホネ団Sapporo／監修

動物たちの変わった行動やふし
ぎな姿のひみつとは? なぜヒト
だけが直立二足歩行できる? 生
きものたちが残した化石や標本
からわかることとは? 各動物の
骨の特徴や、骨標本の作り方な
どをイラスト・写真でやさしく
解説。

【発車オーライ!山の電車
「いたずら号」」】
いぶき 彰吾文
小学2年生のトオルは、山のひ
いばあの家から、ママが待つ町
のアパートへ帰ることに。とこ
ろが、トオルが乗った電車は、
山の電車「いたずら号」だった
のです。トオルは無事に町の駅
まで辿り着けるのでしょうか?

【パンダのおさじとせっけ
んパンダ 】
柴田 ケイコ／作

せっけんパンダは、呪文ひとつ
でどんなよごれもピカピカにす
る、不思議なせっけん。でも、
つかい方を守らないと大変なこ
とに…! 小さなパンダのおさじ
が届ける、不思議で楽しいパン
ダ道具のおはなし。

【おおなわ跳びません】
赤羽 じゅんこ／作

左足にハンディをもつ双葉が、
「おおなわ大会には出ない」と
宣言。クラスメイトたちは双葉
を支えたいが、その考えは人そ
れぞれで…。年に一度のおおな
わ大会。みんなが納得できる方
法はあるのか? 5年2組がだし
た答えは-。

【たぶんゾウ】
たなか ひかる／著

しかくい物体から、にゅっと出
てきた鼻と手脚。見る限り、た
ぶんゾウ。パオーンと鳴いてい
るから、たぶんゾウ…。これは
一体、何なのか? お笑い芸人、
ギャグマンガ家でもある著者
が、シュールで独特な世界観を
描く絵本。

【どろぼうねことピヨピヨ】
こまつ のぶひさ／ぶん

鳥の卵を見つけた、どろぼうね
このおやぶんさん。目玉焼きを
作ってもらうため、魚屋さんの
ところまで卵を持っていくこと
にしました。しかし、卵はポカ
ポカ陽気にあたためられて…。
ねこのおやぶんさん、子育て開
始!?

【のうふさんの恋わずらい】 
ピム・ラマース／文

豚の卵を探したり、牛の毛を刈
ろうとしたり、鶏のお乳をしぼ
ろうとする農夫さんは病気な
の? 実は、農夫さんは一日中、
ある人のことだけを考えている
のです。心ここにあらずの農夫
さんのために、動物たちが考え
た計画は…。

【おたんじょうび!なんさ
いになったの?  】
デヴ・ペティ／さく

かめじいは、おたんじょうびに
友だちのみんなとケーキを食べ
ることに。友だちは歳の数だけ
ろうそくを立てたいけれど、か
めじいは自分の歳を思い出せ
ず…。数をたしたりして、かめ
じいの歳を推理できるおたんじ
ょうび絵本。

【カメレオンたんてい・ド
ロン 】
苅田 澄子／作

「図書館の本をぬすむどろぼう
をつかまえて」と頼まれたカメ
レオン探偵のドロン。あやしい
のは、本を大切にしない図書館
長のアライグマだが…。姿を隠
しているドロンを探したり、暗
号を解いたりできる楽しいおは
なし絵本。

【戦争を知らないキミへ】
竹村 逸彦／著

福岡県久留米市の中学明善校
(現在の福岡県立明善高等学校)
に通っていた竹村逸彦さんが、
戦争末期の激動の日々を綴った
日記。上は、1945年5〜8月の
日記を収録。日記に出てくる出
来事や用語を解説した資料も収
録。
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